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皿営体Iljll、プログラム内容などを検,;↑した。地域

?i源の11j調ｲfを行っていたため、比核的スムーズ

に体iljll作りを進めることができた。

（３）「i艇11]己どもI:]然クラブ」の発足

新ljll折込、サポーターなどをj、してi織りul域へ

の広報を行い、iiYilliIを周知するために「はじめま

-l-よ！の染い」を２m行い、招俳プログラムとし

て雪を使ったアイスクリーム作りを行った（延べ

80人が参加)。

’二iiUjlSいでクラブ登録将を雛った結果、2003ｲ１K

`IHの段lilIrで合iil･約80人の子どもとサポーターの

｛洗録状況となった(今後も掻鍬を受け付けていく)。

〕z感以上の益録数に驚くと共に地域における環境

孜育の必要ﾔkを感じた。

2003年皮に入ってからは、クラブの通liiを発行

し、）Iに11Ⅱlのプ1.グラム、そして｝】にｌｌｕｌのサ

ポーターの染いを災施し、クラブのiili鋤が本格的

にスタートした。

地域資源を活用した子ども

参加型環境教育プログラム

I1llll法人キープ協会増'１１１h座

１はじめに

八ケ儒悶随に位(Ptするil1i型i<lilH{には様々な地域

ｆｉ源がIIP在している。森や牧航地・渓谷に代表き

れる111然盗源ばかI)でなく、文化iii源や人的溢源

も豊1;｢であI)、この地域盗iM(を活ⅢすればiiIi卿山

城独ｎの環境敬frを腱llIIし得る。

ツミ蛾テーマである「地域iffiMiを活川した子ども

参lⅢjM環境教育プログラム」は２fI:Illjで『jうもの

であるが、１年[lの2002ｲ１２皮は本格ﾘﾐ銭の２年１１

にliUけて、（１）iI1illL地域における地域資MiiのＷＩｉＭ

在、（２）プログラムjuL憐の体ＩｌｉＩ作り、（３）「iI1j1l1

Tとも自然クラブ」の発足の３つをねらいとして

実践を行った。

２活動内容

（１）ｉif』Ｕ山城における地域溢源のIIJ調ｲｆ

先述の通り、iI1i1I1地域には繩や渓谷に代炎され

るF1然iifMii、開拓の歴史に代炎される文化餐iMi、

さらにそれらのiif源を支える人々、つまI)人的ｆｉ

源が11蹄であり、それらのfiiMiを満１１Ｉすることに

よりＷ確認できた。

また、１０ｲ'二種INiまで行われていた地域における

環境教育活11ﾘﾘ「iiIilll子ども自然クラブ」の実施稀

と述１１９を取り、本クラブを再スタートするための

検討を行った。

（２）プログラム述営の体IjU作り

「il1jlIL子ども自然クラブ｣をiiiスタートすること

をl]lＨして、7.どもの111鍵考にヒアリングを行い、

どんな活動を希望するか、またどんな満勅が腿'１１１

できるか検什Iした。

また本災践に110心を勝つ大人へ協ﾉﾉ喪iiIljを行い、

希望lfをサポーターとして鮫録した。子どもを排

つ人だけでなく、子どものいない人、子どもが既

に独Ⅸしている人からも支援をいただけることと

なった。

さらに「iIfIll-j・ども、然クラブ」ＮＩＬ備会を作り、

３結果・今後の課題・展望

当初の皇】ちだ以上に地域涜源の再調代およびプロ

グラム運懲の体iiiⅡ作りにIllF11Ijをかけることになっ

たが、その分今後の活lIillをスムーズに行うための

堀境作りを行うことができた。今後は再i１M在した

地域盗源をクラブの活jMlに取り入れて行きたい。

また、本ｿﾐ銭を辺して、地域における環境教ｆｒ

へのニーズの厨さを確碑することができた。地域

社会が変化するに(12い、活動が縮小していったク

ラブの必妥性が再び商まっていると荷えるだろう。

環境教frにllU心を勝つ保護者が増えていることも

地域にはプラスとなっていると言える。

吾らに、イミクラプは二Ｆどもだけのl(f録とせずに、

保護肴をサポーターと位llitづけて薙鍬しているが、

jllliilのプログラムとサポーターの集いのコー

ディネートをスムーズに行うこと、子どもが主体

n9に参加できるための環境・体IliIj作Ｉ)などが今後

の諜迦と急える。

2002年度の実戦・研究を踏まえて、今後も本災

跳テーマを継続していく予定である。地域iifiMiを

ijF)Ⅱし、iIlijll地域狐Elの環境敬育を鵬lHIできるよ

うに努力していきたい。
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